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    吸音材の吸音性・遮音性を評価します 
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概  要 

 

近年、輸送用機器の環境負荷軽減技術の進展に伴い、防音材にも軽量な材料

が好まれ、吸音材が多く使用されている。また、パワーユニットの多様化によ

って静音化の対象となる部材も変化し、防音性を備えたフエルト系材料が各所

で使用されている。これらの吸音性の材料について、垂直入射吸音率や垂直入

射音響透過損失の測定により、音響特性の評価を行う。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

垂直入射吸音率・音響透過損失測定装置（写真）は、垂直入射型の管内法に

よる測定のため、吸音材の吸音率及び音響透過損失を小型の試験片で測定する

ことができる。また吸音率については、従来はあまり注目されなかった高周波

の音まで対応するため、内径 Φ99.3、28.6、15.4mm の３種類の測定管を

備えており、100Hz～5(12.8) kHz まで実験することができる（要相談）。 

本技術の 

有用性 

本測定により、反射面への吸音材貼付による反射音の減少効果、及び、通気

性のある防音材内を音が通過する際の減少効果を、防音対策用の基礎データと

して取得できる。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

  

 

（写真） 

垂直入射吸音率・音響透過損失測定装置 

適用可能製品 
自動車部材、一般機械部材、建築材料 
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